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動
を
支
援
。
そ
の
功
績
を
た

た
え
、
留
学
生
が
暮
ら
す
国

際
交
流
会
館
内
の
多
目
的
ホ

ー
ル
は
「
山
田
長
満
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
ー
ル
」
と

命
名
さ
れ
て
い
る
。

　
山
田
氏
は
12
月
９
日
に
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
。
感

謝
状
を
受
け
取
っ
た
後
、
日

髙
理
事
長
や
矢
野
建
一
学
長

ら
と
懇
談
し
た
。
山
田
氏
は

「
専
大
生
と
留
学
生
は
ハ
ー

ト
で
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。
世
界
的
な
視
野

や
発
想
を
持
っ
た
人
材
が
、

今
後
ま
す
ま
す
専
修
大
学
か

ら
飛
び
立
っ
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
込
め
て
語
っ
た
。

　
先
日
退
任
し
た
厚
生
労
働
省
の
村
木
厚

子
前
事
務
次
官
が
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
が
支
え
る
側
に
い
る
と
思
っ
て
い

る
間
違
っ
た
優
越
感
を
非
常
に
実
感
し
、

誰
で
も
支
え
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
」。
こ
の

発
言
は
、
平
成
21
年
の
郵
政
不
正
事
件

（
村
木
氏
が
虚
偽
有
印
公
文
書
作
成
・
同

行
使
罪
で
起
訴
さ
れ
、
無
罪
と
な
っ
た
事

件
）
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
で
す
。

　
私
は
、
こ
の
言
葉
に
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
抑
止
す
る
ヒ
ン
ト
が
隠
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

室
が
平
成
23
年
４
月
に

設
置
さ
れ
て
か
ら
、
５

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
が
、
相
談
件

数
は
高
止
ま
り
で
推
移

し
、
そ
の
内
容
は
深
刻

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
間
違
っ
た
優
越
感
に
そ
の
一

因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

加
害
者
は
、
自
分
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被

害
に
遭
う
か
も
し
れ
な
い
と
は
ま
っ
た
く

考
え
な
い
よ
う
で
す
。
自
分
が
周
り
の
人

よ
り
優
越
し
た
立
場
に
あ
る
と
勘
違
い
し

て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
大

き
な
間
違
い
で
す
。
自
分
が
被
害
者
に
な

っ
て
い
な
い
の
は
、
た
ま
た
ま
周
囲
の
人

に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
周
囲
の
支
え
が
な
く
な
れ
ば
、
た
ち

ま
ち
被
害
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
決

し
て
優
越
し
た
立
場
に
は
な
い
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
想
像
し
て
ほ
し
い
。
謙
虚
に

な
っ
て
、
間
違
っ
た
優
越
感
を
実
感
し
て

ほ
し
い
。

　
誰
し
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
者
に
な

る
こ
と
は
望
ん
で
い
ま
せ
ん
の
で
、
自
分

が
被
害
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
え

ば
、
周
り
の
人
た
ち
へ
の
接
し
方
も
自
ず

と
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
員
・
福
田
　
竜
也
）

間
違
っ
た
優
越
感

　
物
語
を
、
曲

き
ょ
く

師し

の
ア
ド
リ

ブ
三
味
線
を
伴
奏
に
語
り
、

う
な
る
大
衆
演
芸「
浪
曲
」。

そ
こ
に
は
笑
っ
た
り
、
泣
い

た
り
…
義
理
人
情
が
た
っ
ぷ

り
で
「
人
生
の
先
生
」
と
も

な
っ
て
く
れ
る
。

　
浪
曲
と
の
出
合
い
は
、
父

に
勧
め
ら
れ
レ
コ
ー
ド
で
聴

い
た
二
葉
百
合
子
の
『
岸
壁

の
母
』
だ
。
出
征
し
た
息
子

の
帰
り
を
岸
壁
で
待
ち
続
け

る
母
の
物
語
に
感
動
。
30
分

間
の
壮
大
な
曲
を
す
ぐ
さ
ま

覚
え
、
地
元（
山
梨
県
）
の

会
合
で
披
露
し
た
。
す
る
と

会
場
の
老
若
男
女
が
涙
、

涙
。「
自
分
に
も
人
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
こ

と
が
あ
る
」。

こ
の
時
小
３
の

少
女
は
関
東
節

の
名
浪
曲
師
・

木
村
松
太
郎
に

師
事
。「
一
席

（
一
つ
の
話
）

覚

え

る

こ

と

が
日
常
に
な
っ

て
」
浪
曲
を
習

得
し
た
。

　
２
年
後
の
１

９
７
７
年
に
浅

「泣き」「笑い」…子らに心を伝えたい

20
年
ぶ
り
本
舞
台
に
戻
っ
た
浪
曲
師

木き

村
む

ら

　
勝

か

つ

千ち

代よ

さ
ん

 

（
平
２
文
）

草
木
馬
亭
で
初
舞
台
。「
天

才
少
女
浪
曲
師
」
木
村
勝
千

代
は
人
気
者
に
。

　
高
校
時
代
に
師
匠
を
亡
く

し
た
が
、
文
学
部
国
文
学
科

の
石
黒
吉
次
郎
ゼ
ミ
で
学
ん

だ
専
大
時
代
も
舞
台
に
立

ち
、テ
レ
ビ
に
も
出
演
し
た
。

卒
業
後
は
浪
曲
と
二
足
の
草わ

ら

鞋じ

を
履
く
つ
も
り
が
仕
事
に

忙
殺
。そ
の
後
結
婚
、出
産
で

浪
曲
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。

　
あ
る
日
、
子
ど
も
向
け
の

テ
レ
ビ
番
組
か
ら
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
三
味
線
と
う
な
り
が
耳

に
飛
び
込
ん
だ
。
浪
曲
界
を

代
表
す
る
国
本
武
春
さ
ん

（
２
０
１
５
年
12
月
急
逝
）

の
熱
演
で
、
一
気
に
浪
曲
の

世
界
に
引
き
戻
さ
れ
た
。
曲

師
・
沢
村
豊
子
さ
ん
の
下
で

稽
古
を
重
ね
、
13
年
、
亡
き

師
匠
の
十お

八は

番こ

『
芝
浜
の
革

財
布
』
で
20
年
ぶ
り
に
浅
草

木
馬
亭
の
舞
台
に
立
っ
た
。

　
２
児
の
子
育
て
と
母
校
・

同
県
上
野
原
高
で
非
常
勤
講

師
と
し
て
古
典
を
教
え
つ
つ

月
１
回
、
浅
草
木
馬
亭
の
舞

台
に
立
つ
。
浪
曲
の
心
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と
中

・
高
の
課
外
学
習
で
実
演
、

普
及
に
も
努
め
る
。

　
浪
曲
の
魅
力
は
「
想
像
力

を
か
き
立
て
ら
れ
る
」
と
こ

ろ
だ
と
言
う
。
専
大
文
学
研

究
会
の
先
輩
で
作
家
の
上
野

歩
さ
ん
の
作
品
を
浪
曲
に
す

る
な
ど
新
作
に
も
意
欲
的
。

１
月
23
日
に
は
新
作
浪
曲
二

人
会
（
玉
川
太
福
さ
ん
と
共

演
）
を
浅
草
木
馬
亭
で
開

く
。
原
爆
を
題
材
に
し
た

『
伸
ち
ゃ
ん
の
三
輪
車
』

『
真
っ
黒
な
お
弁
当
』
を
た

っ
ぷ
り
演
じ
る
。

ア
ド
ニ
ス
74
号
刊
行

　
主
な
内
容
▽
新
春
特
別
座

談
会

小
沢
一
郎
経
営
学
部

教
授
と
同
ゼ
ミ
卒
業
生
の
澤

井
一
孝
さ
ん
（
平
23
院
経
営

修
）、
越
地
直
人
さ
ん
（
平

23
経
営
）、
堀
内
し
お
り
さ

ん
（
平
25
経
営
）
に
在
学
中

の
思
い
出
を
語
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
▽
わ
れ
ら
専
修
人

相
原
澄
子
さ
ん
（
昭
45

商
）、
小
橋
三
男
さ
ん
（
昭

52
経
営
）

税
理
士
試
験
合
格 

卒
業
生
へ
お
願
い

　
本
学
出
身
の
会
計
士
・
税

理
士
の
会
で
あ
る
専
修
大

学
会
計
人
会（
吉
田
伸
江
会

長
）
で
は
、
合
格
者
の
方
へ

の
支
援
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
た
め
、
２
０
１
５
年

度
税
理
士
試
験
に
合
格
し
た

（
一
部
科
目
合
格
も
含
む
）

卒
業
生
の
情
報
を
求
め
て
い

ま
す
。
合
格
者
の
方
は
、
校

友
会
事
務
局
（
☎
03
・
３
２

６
５
・
７
５
７
９
、E-mail

:koyuka@acc.senshu-u.

ac.jp

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〈
長
崎
支
部
新
年
総
会
〉

▽
１
月
16
日
（
土
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
よ
り
徒

歩
３
分
「
サ
ン
プ
リ
エ
ー

ル
」
旴
殿
村
周
三
氏
☎
０
９

５
・
８
４
５
・
２
９
３
８

（
株
式
会
社
福
砂
屋
内
）

〈
相
模
原
・
町
田
・
多
摩
・

横
浜
・
城
南
・
川
崎
支
部
・

専
修
鳳
歩
こ
う
会
合
同
新
春

賀
詞
交
歓
会
〉

▽
１
月
23
日
（
土
）
13
時
▽

京
浜
急
行
川
崎
大
師
駅
改
札

集
合
。
初
詣
後
、
賀
詞
交
歓

会
旴
田
村
昌
男
氏
☎
０
９
０

・
２
２
１
１
・
６
９
９
３

＜校友＞

わ
た
し
、
型
屋
の
社
長
に
な

り
ま
す

 

上
野
歩
著

　
前
作
『
削
り
屋
』
に
続
く

上
野
歩
さ
ん
（
昭
63
文
）
の

〝
製
造
業
応
援
小
説
〞
第
２

弾
。
手
作
業
で
切
削
加
工
を

行
う
「
削
り
屋
」
か
ら
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
の
金
型
を

作
る
「
型
屋
」
に
舞
台
を
移

し
、
父
の
急
病
で
家
業
を
継

ぐ
こ
と
に
な
っ
た
29
歳
の
ア

ッ
コ
社
長
の
奮
闘
を
追
う
。

広
告
代
理
店
か
ら
転
じ
た
花

丘
明
希
子
を
待
っ
て
い
た
の

は
借
入
金
３
億
円
、
売
り
上

げ
前
年
比
50
％
ダ
ウ
ン
と
い

う
実
家
の
危
機
。「
銀
行
は

催
促
。
人
材
は
流
出
。
注
文

は
難
題
。」（
帯
よ
り
）
と
困

難
山
積
の
な
か
で
、
明
希
子

は
次
々
と
新
た
な
技
術
の
開

発
に
社
員
を
駆
り
立
て
る
。

　
専
大
在
学
中
か
ら
の
盟

友
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｃ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
社
長
の
内
原
康
雄
さ

ん
（
昭
63
経
営
）
に
「
中
小

製
造
業
を
盛
り
上
げ
る
読
み

物
を
」
と
依
頼
さ
れ
、
取
材

を
開
始
。
上
野
さ
ん
自
身
、

東
京
・
墨
田
区
で
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
成
型
加
工
を
営
む
家
の

生
ま
れ
で
、「
仕
様
書
以
上

の
要
求
に
応
え
る
」
と
い
う

町
工
場
の
心
意
気
と
技
術
力

が
つ
ぶ
さ
に
描
か
れ
て
い

る
。

　
同
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

連
載
し
た
「KATAYA 

金
型

屋
物
語
」
を
改
稿
し
、
書
き

下
ろ
し
を
加
え
た
文
庫
オ
リ

ジ
ナ
ル
。
刊
行
後
間
も
な
く

増
刷
が
決
定
し
た
。（
小
学

館
文
庫
・
本
体
６
９
０
円
＋

税
）

叙
勲
受
章
者

◇
瑞
宝
双
光
章

西
川
邦
英
さ
ん
（
昭
42
経
済

危
険
業
務
従
事
者
）

外
務
大
臣
表
彰

◇
２
０
１
５
年
度
表
彰

溝
口
鐡
一
郎
さ
ん
（
昭
40
法

日
本
と
香
港
と
の
相
互
理

解
の
促
進
）

◇
日
米
戦
後
70
年
に
際
す
る

表
彰

馬
場
光
國
さ
ん
（
昭
45
商

日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と

の
相
互
理
解
の
促
進
）

　
12
月
20
日
に
開
か
れ
た
第

43
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全

国
大
会
（
日
本
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
協
会
主
催
、
さ
い
た

ま
市
）
の
高
校
・
小
編
成
部

門
で
、
専
修
大
学
玉
名
高

校
（
熊
本
県
玉
名
市
、
松

野
孝
則
校
長
）
吹
奏
楽
部

「VENTURES

」
が
２
年
ぶ
り

に
金
賞
に
輝
い
た

写
真
。

　
ま
た
、
同
中
編
成
部
門
で

は
専
修
大
学
北
上
高
校
（
岩

手
県
北
上
市
、
髙
橋
等
校

長
）
吹
奏
楽
部
が
４
年
連
続

で
銅
賞
を
受
賞
し
た
。

マーチングバンド全国大会

専大玉名高が２年ぶり金賞

▶
　
感
謝
状
を
受
け
取
る
山
田

氏

　
国
際
化
推
進
の
た
め
に
学

校
法
人
専
修
大
学
に
多
額
の

寄
付
を
い
た
だ
い
た
本
法
人

理
事
で
川
崎
商
工
会
議
所
会

頭
の
山
田
長
満
氏
に
、
日
髙

義
博
理
事
長
が
感
謝
状
を
贈

っ
た
。
山
田
氏
は
30
年
に
わ

た
り
、
本
学
の
国
際
交
流
活

多
額
ご
寄
付
の
山
田
長
満
氏
に
感
謝
状

「
量
は
質
に
な
る
」
Ｏ
Ｂ
笠
原
さ
ん

後
輩
に
伝
え
る

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
講
師
に
よ
る
経
営
学

部
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
講
演
会
が
12
月
３

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ

り
、
卓
球
部
Ｏ
Ｂ
で
通
信
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
経
営
す

る
笠
原
鉄
男
さ
ん
（
昭
56
経

済
）
が
こ
れ
ま
で
の
足
跡
と

今
後
の
成
長
戦
略
に
つ
い

て
、
後
輩
た
ち
に
語
っ
た
。

　
笠
原
さ
ん
は
現
役
時
代
に

卓
球
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
、
現

在
は
同
部
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
長
を

務
め
る
。
卒
業
後
は
シ
チ
ズ

ン
時
計
に
入
社
、
シ
チ
ズ
ン

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
同
ア
メ
リ
カ

の
社
長
を
歴
任
し
た
。
退
社

後
、
２
０
０
９
年
に
デ
ジ
タ

ル
情
報
通
信
技
術
開
発
会
社

の
フ
ロ
ー
ラ
ウ
ト
ジ
ャ
パ
ン

を
立
ち
上
げ
た
。
学
生
時
代

は
「
４
年
間
生
田
の
〝
山
〞

を
駆
け
回
り
、
卓
球
し
か
や

ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
笠
原

さ
ん
。「
企
業
は
、
何
か
や

り
抜
い
た
人
材
を
求
め
る
。

私
の
信
念
は
〝
量
は
質
に
変

わ
る
〞。
大
学
の
間
に
、
何

か
一
つ
一
生
懸
命
や
っ
た
ほ

う
が
い
い
」
と
語
っ
た
。

　
会
社
員
時
代
は
「
絶
対
だ

れ
に
も
負
け
な
い
」
と
い
う

気
持
ち
を
持
ち
、
独
学
で
英

語
や
簿
記
を
身
に
つ
け
た
。

や
が
て
業
績
が
認
め
ら
れ
、

30
代
と
い
う
異
例
の
若
さ
で

海
外
現
地
法
人
の
社
長
に
就

任
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と

い
っ
て
も
、
そ
れ
を
動
か
す

の
は
人
。
腹
を
割
っ
て
話
し

合
う
こ
と
が
原
点
」
と
述
べ

た
。
45
歳
で
退
職
、
一
念
発

起
し
起
業
し
た
。「
社
会
性

の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
な
い
と

生
き
残
れ
な
い
」
と
ベ
ン
チ

ャ
ー
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
語

り
、「
苦
し
い
と
き
も
あ
る

が
志
が
高
け
れ
ば
解
消
す

る
」
と
説
い
た
。

　
講
演
会
は
笠
原
伸
一
郎
教

授
の
国
際
経
営
論
の
講
義
で

実
施
、
卓
球
部
部
長
の
是
永

隆
文
准
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
た
。
体
育
会

所
属
の
他
学
部
生
も
大
勢
聴

講
し
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
河

名
真
寿
斗
さ
ん
（
文
３
）
は

「
笠
原
さ
ん
の
よ
う
に
活
躍

し
て
い
る
体
育
会
出
身
の
先

輩
が
い
る
の
は
励
み
に
な

る
。
量
は
質
に
な
る
と
い
う

言
葉
が
胸
に
響
い
た
」
と
語

っ
た
。
野
球
部
の
市
川
幹
人

さ
ん
（
経
営
３
）
は
「
自
分

も
野
球
し
か
や
っ
て
い
な
い

が
、
何
か
一
つ
に
打
ち
込
む

こ
と
が
大
事
と
教
わ
り
、
今

や
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い

と
信
じ
て
前
に
進
み
た
い
」

と
述
べ
た
。

▲　「海外でもベンチャーで

も高い目標を掲げれば必

ず成し遂げられる」と語

る笠原鉄男さん


